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山下 博

雨と上手につきあう下水道

Ｎ Ｐ Ｏ ２１世紀水倶楽部

市街地より高いところを流れる川

東京

ロンドン

国交省HPより
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日本の水収支

年平均降水総量 6400億m3
（１69０mm）

↓
平均水資源賦存量 4100

渇水年水資源賦存量 2800
↓

工業用水 113
農業用水 544
生活用水 152

↓
下水道 １４8

（平均賦存量の3.6％）
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最近の雨の降り方
①強い雨が増えてきた。
②限られた場所で大雨が降ることがある。ゲリラ豪雨

１時間降水量50mm以上の年間発生回数の推移

平成１６年10月 横浜駅周辺の浸水状況

平成１7年9月 妙正寺川（東京都中野区） 平成２５年８月 大阪府大阪市平成２5年9月 愛知県名古屋市 3
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豪雨対策の目的

4東京都

流域対策

5

大規模遊水地の例

洪水調節量３９０万m3 プール13,000杯分
貯留実績 １５４万m3 プール５,１00杯分 6

洪水調節時（平成２６年１０月６日）平常時

横浜市

下水道による雨水対策

新羽末広幹線（横浜市）
直径8.5m 長さ約2０km

４１万m3 プール１３７0杯分

南元町雨水調整池(東京都）

１万３000m3 プール４３杯分
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合流式下水道の改善

国交省・東京都HPより編集

（雨天時の下水のきょう雑物を漉しとる）

高速ろ過装置の整備

取り組みのポイント
①東京都・市一体

②官民一体
③ハード+ソフト（流さない）

下水道での対策ポイント

①下水道からゴミを出さな
い（濾しとる、沈めとる）

高速ろ過、スクリーン、オイルフェン
ス等

②雨天時下水をこぼさない
貯留池、貯留管、しゃ集管等

③雨水を入れない
浸透ます、雨水貯留
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雨水管理のスマート化（イメージ図） 新下水道ビジョンより

スマートな雨水管理

渇水等に強い都市の構築

雨に強い都市の構築

安全・安心な
水環境の創出

貯留管
貯留施設

貯留浸透施設
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内水ハザードマップ（横浜市西区の例）

内水ハザードマップとは、

大雨が降ったときに浸水が

発生しやすい場所を示した

地図です。

し ん す い

ち ず

は っ せ い

内水ハザードマップ
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楠ポンプ場

帷子川

新田間川

石崎川

帷子川分水路

センターゾーン
内水対策：民間貯留等との連携

（安全度：1/50）

既設ポンプ場

ポンプ排水

既設小規模ポンプ場
平沼ポンプ場

桜木ポンプ場

幸川 高島第一、二、三ポンプ場

官民連携によって1/50対応

民間の敷地
内貯留施設

公共下水道施設

公共下水道の
レベルアップ

50年に1回発
生する降雨
（82mm/h）

30年に1回発
生する降雨
（74mm/h）

現 状
10年に1回発
生する降雨
（60mm/h）

公共下水道

民間の敷地内貯留

センターゾーンにおけ
る官民連携イメージ

民

官

横浜駅

官民連携による浸水対策

11横浜市
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ウォーターフロントに思う

装いを一新して賑わう神田川万世橋界隈

水の三要素
水質、水量、水辺

素顔美人／お化粧美人／整形美人

さて、2020年のオリンピック、
どんな「おもてなし」を
したらいいのでしょうか

下水道にはまだまだやらなければ
いけないことがいっぱいある。

高度処理水によるせせらぎ（横浜市） 12


